
観
音
経
の
初
め
に

爾
時

無
尽
意
菩
薩

即
従
座

起

偏
袒
右
肩

合�

掌�

向�

仏�

而
作
是
言

世
尊

観
世
音
菩

薩

以
何
因
縁

名
観
世
音

と
あ
り
ま
す
。
無
尽
意
菩
薩
が

世
尊
に
合
掌
し
て
観
世
音
菩
薩

は
、
な
ぜ
観
世
音
と
名
付
け
ら

れ
た
の
か
質
問
し
た
の
で
す
。

こ
の
合
掌
と
い
う
行
為
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

菩
薩
と
は
仏
に
な
ろ
う
と
一

生
懸
命
修
行
し
て
い
る
人
の
こ

と
で
、
私
た
ち
衆
生
の
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
衆
生
が
世
尊
に

向
い
合
掌
し
て
い
る
姿
は
、
平

素
私
た
ち
が
、
仏
の
前
で
合
掌

す
る
姿
そ
の
も
の
で
す
。
合
掌

と
は
帰
依
の
心
を
表
わ
し
た
も

の
で
、
手
を
合
す
自
分
と
帰
依

さ
れ
る
仏
が
必
要
な
の
で
す
。

古
歌
に
、

右
ほ
と
け
左
凡
夫
と
あ
わ
す

手
の

中
ぞ
ゆ
か
し
き
南
無
の
一
こ

え
合
掌
さ
れ
た
右
左
の
二
つ
の
手

は
、
仏
と
凡
夫
と
が
一
つ
に
な

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

合
掌
の
姿
は
人
間
の
動
作
の
中

で
最
も
美
し
い
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

仏
に
合
掌
す
る
姿
は
古
代
の

イ
ン
ド
の
彫
刻
に
始
ま
り
ま
す

が
、
日
本
の
仏
像
の
中
に
も
合

掌
す
る
仏
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

当
山
の
勢
至
菩
薩
は
静
か
に
合

掌
し
瞑
想
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

三
十
三
間
堂
の
千
体
に
も
お
よ

ぶ
観
音
様
も
す
べ
て
合
掌
さ
れ

て
い
ま
す
。

仏
の
合
掌
の
姿
は
実
に
慈
悲

に
あ
ふ
れ
た
も
の
で
、
私
た
ち

が
仏
に
合
掌
す
る
と
同
時
に
、

私
た
ち
凡
夫
を
も
拝
ん
で
下
さ

っ
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、

私
た
ち
の
中
に
仏
を
発
見
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

合
掌
す
る
時
、
人
は
商
売
繁

盛
、
身
体
健
勝
と
い
っ
た
請
求

書
ば
か
り
仏
に
発
行
し
ま
す
が
、

お
か
げ
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
と

い
う
感
謝
の
領
収
書
を
出
す
人

は
意
外
に
少
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。

感
謝
の
合
掌
を
し
、
い
つ
も

仏
も
私
た
ち
を
拝
ん
で
く
だ
さ

っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
た
い

も
の
で
す
。

西
国
第
十
番

明
星
山

三
室
戸
寺

合
掌
の
心

山
主

伊
丹
光
恭

西
国
巡
礼
慈
悲
の
道

西国三十三所札所会ホームページ http: //www.saikoku33.gr.jp

この「西国巡礼慈悲の道」は、納経の際に１枚ずつ受け取って頂き、表紙をつけると１冊の法話集になります。

４ 校【K：】Server／朱鷺書房／西国巡礼／第一～十番
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御
本
尊
／
千
手
観
世
音
菩
薩

開
基
／
行
表
禅
師

つ
き

よ
も
す
が
ら

月
を
み
む
ろ
と

わ
け
ゆ
け
ば

う

じ

か
わ

せ

た

し
ら
な
み

宇
治
の
川
瀬
に

立
つ
は
白
波

観音風光

四
、
五
月
の
つ
つ
じ
、
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
、
六
月
の
ア
ジ
サ
イ
、

七
月
の
ハ
ス
、
九
、
十
月
の
萩
、

秋
明
菊
、
秋
の
紅
葉
と
四
季

折
々
、
花
を
楽
し
め
る
お
寺
で

す
。花

は
観
音
浄
土
を
荘
厳
す
る

た
め
、
植
栽
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
観
音
様
に
手
を
合
わ
せ
、

観
音
浄
土
に
抱
か
れ
て
い
る
自

分
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

主
な
年
中
行
事

四
月
中
旬

つ
つ
じ
、シ
ャ
ク
ナ
ゲ
園
の

開
園

六
月
一
日

ア
ジ
サ
イ
園
の
開
園

七
月
上
旬

ハ
ス
酒
を
楽
し
む
会

（
ハ
ス
の
葉
に
酒
を
注
ぎ
、
茎
か
ら
飲
む
行
事
で
、

健
康
・
長
寿
に
効
あ
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
）

八
月
九
日

千
日
参
り
（
施
餓
鬼
）

毎
月
十
七
日

宝
物
館
開
扉（

重
要
文
化
財
仏
像
五
体
）

十
一
月
土
・
日
曜
・
祝
日

観
音
様
の
足
の
裏
を
拝
す
る
会

西国三十三所札所会ホームページ http: //www.saikoku33.gr.jp

西国霊場にご参拝の時は納経帳や白衣を忘れずにご持参ください。2回目以降はご参拝の印として重ねて納経印をいただきましょう。

〒６１１―００１３京都府宇治市莵道滋賀谷２１

TEL ０７７４―２１―２０６７ http: //www.mimurotoji.com/

納経時間 ４月～１０月／午前８時３０分～午後４時

１１月～３月／午前８時３０分～午後３時３０分
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本
山
修
験
宗

仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏教教教教教教教教教教教教教教用用用用用用用用用用用用用用語語語語語語語語語語語語語語一一一一一一一一一一一一一一口口口口口口口口口口口口口口解解解解解解解解解解解解解解説説説説説説説説説説説説説説

四苦とは
お釈迦さまは、最初の説法で「人生は苦である」と教えられ、その姿として四苦を説かれました。

四苦とは、生・老・病・死という人間として必ず逃れる事の出来ない根本的な苦しみを指しています。
生が苦と言うのは生まれたからこそ後の3つの苦があるという意味です。ですから、その執着を捨て
て如何に日々を過ごすかが仏教の教えの中心でもあります。

４ 校

パートⅥ
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